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第 1 章 問題と目的 

1.1 はじめに 

 日本での少子高齢化が社会問題として取り上げられて久しいが，内閣府（2020）による

と実際に高齢者人口は増え続け，それに伴い認知症高齢者も増加傾向にある。介護保険制

度における要介護者等（要介護又は要支援の認定を受けた者）も増加傾向にあり，介護が

必要になった原因は最も多いのが「認知症」である。症状の個人差や，認知症の進行度合

によっても，認知症介護に困難を覚えることが明らかになっている（黒澤，2015）。  

東野・中島・張・ 大夛賀・筒井・中嶋・小山（2010）の研究による大規模調査では，介

護負担を強く感じているほど精神的健康は低下するという因果関係が証明され，介護負担

感を軽減することが介護者の精神的健康の維持・増進に有効的であると示されている。介

護負担を軽減することは介護者の精神的健康を守ると同時に間接的に被介護者への良質な

ケアにもつながると考えられる。大谷ら（2020）は介護者を取り巻く関係性が介護者の抱

える介護負担に影響していることや，様々な苦難や苦痛に直面しながらもそれらを乗り越

えることで介護者自身の内面的成長に繋がることを明らかにしている。介護場面は単に介

護が行なわれるだけでなく，同時にさまざまな対人行動が行なわれる場所でもあり，介護

者と被介護者間での介護行為を含んだ相互作用を通して介護以前の人間関係が継続して影

響を持つ場と位置づけることもできるのである（唐沢，2009）。  

実際介護をするものは内閣府（2020）の調査より女性が多いことがわかっており，さら

にその中でも娘にあたる介護者は，横瀬（2009）の研究により施設入所決断時に他の属性

の介護者に比べて葛藤が強く表れており，娘介護者特有のものとしている。さらに上山・

田場・守本（2016）は，娘介護者においては原家族における昔からの親子関係や現在の家

族関係といった様々な関係性のなかで大きな負担を抱える状況があると述べている。櫻井・

田代（2016）の研究にもあるように，子世代の介護者が親の施設入所を決心するまでのプ

ロセスには，認知症発症後に崩れた親子の関係性を再構築していくプロセスが存在してい

た。 

 

1.2 目的と研究意義 

そこで本研究では，認知症老親を在宅介護していた娘介護者に焦点を当てた。施設入所

を決めるまでに感じた葛藤に対して，どのようにして気持ちの折り合いを付けたのか，そ

の心理的プロセスを明らかにすることに加え，娘介護者と認知症老親や家族（原家族と現

家族を含む）の関わりが，心理的プロセスに対しどのように影響するか検討を行なうこと

も目的とする。そしてこれらのことから娘介護者とその家族に対して，施設入所を決断す

るまでの見通しを提案することや娘介護者を支援する専門職が娘介護者の心理を理解する

ことに加えて，家族が果たしうる役割も理解することの一助となるであろう。 

 

 

第 2 章：方法  

2.1 研究協力者  

認知症老親を在宅介護し，施設入所を決めるまでに感じた葛藤に対して気持ちの折り合

いを付け施設入所を決断することのできた娘介護者 10 名を対象とした。また，本研究に
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おける「気持ちの折り合いをつけることのできた」状態とは，①当初は在宅介護していた

老親の施設入所を考え始めたときに心理的葛藤が生じて消極的・否定的な気持ちを抱いて

悩んでいたが，②心理的プロセスを経て施設入所を選択することに対して主観的に「折り

合いがついた」「前向きに考えられるようになった」と感じられるようになり，③最終的に

は施設入所を選択することに納得して具体的に動くことができた状態とした。   

  

2.2 インタビュー調査方法  

インタビュー質問項目と事前に記入されたライフラインシートに沿って 1 時間から 1 時

間半程度の半構造化面接をオンライン（Zoom）で行なった。  

  

2.3 分析方法  

分析方法は，録音された内容を逐語録として起こし，木下（2007）による修正版グラウ

ンデット・セオリー・アプローチ（M-GTA）を用いた。本研究の分析テーマは「娘介護者

が施設入所を決断していくプロセス」とし，分析焦点者は「認知症老親の在宅介護から施

設入所までに困難を抱えていた娘介護者」とした。「施設入所を考え始めた時」を始点，「施

設入所を決断するまで」を終点とした。 

 

 

第 3 章 結果 

M-GTA による分析の結果，3 つの【コアカテゴリー】，7 つの『カテゴリー』，2 つの「サ

ブカテゴリー」，24 個の＜概念＞が生成された。また，生成された概念から入所を考え始

めた時期，葛藤する時期，模索する時期，施設入所へ気持ちの折り合いが付いた時期の 4

つの時期で時系列を整理することができた。以下にコアカテゴリーは【】，カテゴリーは『』，

サブカテゴリーは「」のカギ括弧にて表す。 

娘介護者は施設入所を考え始めると，『介護継続に後ろ向き』と『介護継続葛藤』の【対

極する介護への気持ち】が生まれていた。そこで「現実検討」を行うため，＜信頼ある助

言を求める＞動きが見られた。その結果『入所の助言』を貰い，これまでしてきた介護や

それに伴う気持ちも含めて娘介護者が『他者受容-自己受容』体験をし，『入所を前向きに』

捉えることができていた。そしてこれまで得た助言を『決断への後押し』にし，家族や認

知症老親に対する『想いを乗せて』【入所決断へ踏み出す】ことができたのだった。 

 

 

第 4 章 考察  

 娘介護者が施設入所を考え始める時期になると，在宅介護を継続したい気持ちはあって

も継続することが現実的に難しく葛藤する場合や，認知症老親との関係性から在宅介護継

続に後ろ向きの気持ちを抱くことがあった。この気持ちにはこれまでの親子関係も影響し

ていることが分った。次に娘介護者は家族・友人・専門職へ介護に対する想いや老親のこ

と，そして施設入所に関して相談しており，相互交流を通して自信の悩みを解消する動き

がみられた。これは木村・西尾・古賀・久木原（2020）の先行研究にあるように，本研究

の娘介護者は対人信頼感が高いことが示唆された。他者へ相談することで施設入所に関す
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る助言をもらいつつも，娘介護者が自分のこれまでの介護の頑張りを認める動きがみられ

ていた。そして施設入所へ気持ちの折り合いを付ける際には，認知症老親を施設へ預ける

ことの利点や，最初に感じていた葛藤を他者との関わりを通して解消することで決断をす

ることができていた。このことから他者との関わりの重要性が示唆されたと考えられる。 
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